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談話室

　
本
誌
・
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
七
月
号
い
ら
い
、
二
十
八
年
ぶ
り
の
「
談
話
室
」
登
場
で
あ
る
。
そ
の
誌
上
に
お
い
て
、
折
口
信
夫
先

生
の
大
嘗
祭
の
本
義
に
か
か
わ
る
真
床
覆
衾
論
（
中
央
の
神
座
≲
寝
座
≳
に
お
け
る
天
皇
の
秘
儀
）
を
否
定
し
た
。
そ
の
中
で
、
同
年
三
月

刊
行
さ
れ
た
『
図
書
寮
叢
刊
』
所
収
の
摂
政
藤
原
忠
通
「
大
嘗
会
卯
日
御
記
」（
崇
徳
天
皇
大
嘗
祭
）
を
紹
介
し
、

　「
私
の
理
解
す
る
大
嘗
（
新
嘗
・
月
次
の
神
今
食
を
含
め
て
）
の
祭
儀
の
本
旨
は
天
皇
親
祭
に
よ
る
神
膳
の
御
供
進
と
共
食
に
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
〝
真
床
覆
衾
〟
に
く
る
ま
る
秘
儀
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
秘
儀
と
は
前
者
の
み
を
さ
し
て
い
う
。
し
た
が
っ
て
折

口
説
を
容
れ
る
余
地
は
な
く
、〝
國
學
院
流
神
道
〟
な
る
範
疇
が
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
私
は
國
學
院
に
お
い
て
、
は
み
出
し
者
以
外
の
何

者
で
も
な
い
。（
中
略
）
嘗
殿
に
設
け
ら
れ
た
神
座
は
客
人
と
し
て
の
神
祖
が
お
休
み
に
な
ら
れ
る
た
め
に
見
立
て
ら
れ
た
神
座
で
あ
り
、

こ
こ
に
は
天
皇
と
い
え
ど
も
近
寄
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
た
い
。
即
ち
、
折
口
の
推
論
で
あ
る
〝
真
床
覆
衾
〟
説
は
六
十
年
間
に
わ
た
っ

て
私
た
ち
に
与
え
つ
づ
け
て
き
た
幻
想
で
あ
り
、〝
國
學
院
流
神
道
〟
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。」

と
論
じ
た
。
大
嘗
祭
の
本
義
を
め
ぐ
る
折
口
論
に
対
し
て
外
部
か
ら
〝
國
學
院
流
神
道
〟
と
命
名
す
る
論
も
出
て
い
た
の
で
、
私
は
「
は
み

出
し
者
」と
言
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、拙
論
は
即
座
に
当
時
の
週
刊
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
、「
論
争
が
起
こ
っ
て
然
る
べ
き
重
大
な
問
題
提
起
」

と
批
評
さ
れ
た
。
平
成
の
大
嘗
祭
論
争
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
半
年
後
、
本
誌
・
平
成
元
年
十
二
月
号
に
、
金
田
弘
文
学
部
長
の
お
薦

め
で
、
そ
の
詳
細
な
論
文
「
大
嘗
祭
―
〝
真
床
覆
衾
〟
論
と
寝
座
の
意
味
」
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
当
時
、
教
授
会
の
席
で
は
、
私
の
ま
わ
り
に
、
岡
野
弘
彦
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
折
口
先
生
門
下
生
の
先
生
方
が
お
ら
れ
た
が
、
や
さ

し
く
接
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
有
り
難
か
っ
た
。
た
だ
、
院
友
で
も
あ
る
岡
田
精
司
・
松
前
健
先
生
ら
の
ご
批
判
は
厳
し
く
、
そ
の
後
、

研
究
者
の
間
か
ら
批
判
の
雑
誌
特
集
号
が
組
ま
れ
、
数
十
の
批
判
論
文
が
出
回
る
こ
と
に
な
る
。

　
同
年
（
平
成
元
年
）
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
続
日
本
紀
』
第
一
巻
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
）
の
補
注
、
新
嘗
祭
（
三
四
二

岡
田
莊
司

真
床
覆
衾
と〝
國
學
院
流
神
道
〟
―
ふ
た
た
び
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頁
）
で
は
「
神
と
の
共
食
と
と
も
に
マ
ト
コ
オ
フ
ス
マ
の
秘
儀
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
詳
細
は
知
り
え
な
い
」、
ま
た
月
次
祭
で
も
「
天
皇

は
中
和
院
内
の
神
嘉
殿
に
お
い
て
二
度
に
わ
た
り
神
と
共
食
す
る
。
ま
た
マ
ト
コ
オ
フ
ス
マ
の
秘
儀
を
行
う
」
と
あ
り
、
折
口
論
が
席
巻
し

て
い
た
。
そ
の
三
年
後
の
同
書
第
三
巻
（
平
成
四
年
十
一
月
）
で
は
、「
新
嘗
祭
の
祭
儀
の
中
心
は
、
卯
の
日
の
夕
刻
に
天
皇
が
入
浴
斎
戒

し
た
の
ち
、神
嘉
殿
に
お
い
て
天
皇
み
ず
か
ら
神
々
に
新
穀
に
よ
る
神
酒
・
神
饌
を
供
し
、み
ず
か
ら
食
す
る
祭
儀
で
あ
っ
た
」（
五
一
一
頁
）

と
、
こ
こ
で
は
折
口
論
の
影
は
な
く
、
次
第
に
否
定
論
が
浸
透
し
た
も
の
と
考
え
た
が
、
な
お
折
口
論
の
派
生
で
あ
る
聖
婚
儀
礼
説
は
、
い

ま
も
燻
ぶ
り
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
の
後
の
反
論
と
研
究
史
は
、
本
誌
・
平
成
十
五
年
十
一
月
号
「
大
嘗
祭
「
寝
座
」
秘
儀
説
の
現
在
」
で
論

じ
た
。

　
拙
論
に
つ
い
て
、
赤
坂
憲
雄
氏
は
「
國
學
院
と
い
う
、
む
し
ろ
折
口
学
の
影
響
が
強
い
と
お
も
わ
れ
る
場
所
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
折
口

批
判
で
あ
る
点
で
、
わ
た
し
た
ち
に
あ
る
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
」（『
象
徴
天
皇
と
い
う
物
語
』
平
成
二
年
）
と
さ
れ
、
そ
の
上
で
「
こ
こ
に

描
か
れ
た
大
嘗
祭
の
像
は
、
か
ぎ
り
な
く
平
板
で
、
か
ぎ
り
な
く
貧
し
い
。
大
嘗
祭
の
祭
儀
の
核
心
は
、
天
皇
が
た
だ
ひ
と
り
で
皇
祖
神
ア

マ
テ
ラ
ス
と
神
饌
を
共
食
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
天
皇
家
の
神
話
的
な
始
祖
で
あ
る
。
そ
の
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
に

神
饌
を
そ
な
え
共
食
す
る
こ
と
が
大
嘗
祭
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
国
民
と
も
国
家
と
も
関
わ
り
の
う
す
い
、
天
皇
家
の
イ
エ
祭
り
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
結
論
が
導
き
だ
さ
れ
は
し
な
い
か
」
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
は
印
象
深
い
思
い
出
で
あ
る
。

　
大
嘗
祭
は
新
嘗
祭
が
そ
の
基
に
な
っ
て
お
り
、
イ
ネ
祭
り
を
中
心
と
し
た
、
神
道
祭
祀
の
本
義
と
さ
れ
る
食
膳
儀
礼
、
最
高
の
「
お
・
も
・

て
・
な
・
し
」
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
は
、
神
道
の
神
観
念
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
神
道
祭
祀
は
人
間
日
常
の
食
生
活
に
つ

な
が
る
食
膳
儀
礼
で
あ
り
、
自
然
の
厳
し
い
脅
威
に
向
き
合
い
、
大
災
害
を
眼
前
に
し
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
今
は
と
て
も
こ
れ
を
「
か
ぎ

り
な
く
平
板
で
、
か
ぎ
り
な
く
貧
し
い
」
祭
祀
儀
礼
と
は
言
え
な
い
。

　「
秘
事
」
と
さ
れ
る
大
嘗
祭
祈
請
文
（
後
鳥
羽
院
「
大
嘗
会
神
饌
秘
記
」『
神
道
大
系
・
践
祚
大
嘗
祭
』）
の
前
半
は
、
新
穀
を
供
え
る
毎

年
の
新
嘗
祭
と
趣
旨
は
同
一
で
あ
る
。
そ
の
後
半
で
は
、
災
い
を
未
然
に
防
ぎ
、
自
然
の
山
河
、
所
々
が
鎮
ま
る
よ
う
に
祈
念
し
た
。
そ
れ

は
自
然
の
恵
み
へ
の
感
謝
と
災
害
の
予
防
で
あ
っ
た
。
大
嘗
祭
と
天
皇
祭
祀
は
災
害
へ
の
対
応
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
祭
祀
へ
の
理
解
が
深

ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
日
、「
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
案
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
の
年
号
は
終
わ
り
、
新
元
号
が
定

め
ら
れ
、
天
皇
即
位
、
そ
し
て
二
年
後
の
秋
十
一
月
に
は
、
つ
ぎ
の
大
嘗
祭
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。（
六
月
十
六
日
記
）

（
宮
中
祭
祀
・
日
本
神
道
史
）


